


1. デザインの活用による高付加価値化・ブランド構築

支援機関指導員のための デザイン活用支援・ガイドブック
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第5回 「デザイン活用支援の事例研究」

（1）デザイン活用に至る経緯とデザイン支援の概略

建設業を営む（株）竹之内組は、全くの新規分野である食品加工製造・販売事業に取
組んでいたが、地域産品のいんげんを使った乾燥ポタージュスープの商品改善や販路開
拓の過程で、デザイナーを活用した。デザイナーがデザイン全体のディレクションを担い、
カメラマンやシェフなどプロの手を借りたイメージ写真撮影により高品質なビジュアルを
創り上げたことで、商品に高付加価値のイメージを与えることに成功し、ブランドが確立
された。デザイナーが手掛けたHPのリニューアルデザインは、平成24年度の「鹿児島
ホームページ大賞」を受賞するなど、デザインの質の高さが同社のイメージアップにも貢
献している。

当初は国交省の事業を活用しデザイナーに依頼していたが、同事業の終了後も、鹿児島
県連合会の指導員の支援により、専門家派遣や助成金事業を活用して同じデザイナーによ
る支援が続いた。その後は、同社とデザイナーとの「民-民」契約に移行したが、企業は
デザイナーと連携して航空会社の機内販売用商品の開発にも成功し、売上・知名度共に大
きく伸ばした。現在、企業は更なる商品開発に取組んでいるが、デザイナーとの関係は維
持しながら、二人三脚で同社のブランド強化を図っている。

（2）支援機関の役割

鹿児島県連合会は、デザインそのものはデザイナーの領域と明確に役割分担し、施策
を活用した既存商品改善と、新商品「どれソース」開発支援を行い、専門家派遣事業や
「県の経営革新承認企業助成金」によりデザイナー活用支援を行った。指導員は、商品
開発事業の発展を支援することをミッションと考え、上記施策活用による支援のほか、
頻繁なモニタリングにより企業の商品開発を後押ししている。

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

支援先企業 建設業、加工食品製造・販売業：（株）竹之内組

支援機関 鹿児島県商工会連合会

デザインの効果
デザイナーによる総合的なディレクションにより、高品質な商品イメー
ジを獲得。ブランド構築にも成功。

事例①

デザイナーがディレクションしたパッケージデザインやイメージ写真



（3）支援プロセスの概略図

支援機関指導員のための デザイン活用支援・ガイドブック
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【支援機関による＜デザイン活用支援＞のポイント】
1. 支援機関は、施策活用によるデザイナー派遣やデザイン活用費用の調達支援に

より、間接的な支援を継続した。
2. 支援機関とデザイナーの役割を明確に分担し、支援機関自身は、既存商品改善

や新商品開発の推進により事業の成長を促進することに専念している。

【デザイン活用のポイント】
1. 一人のデザイナーが全体のディレクションを継続することで、高品質なイメー

ジを維持できた。
2. 中小企業が「経費をかけたくない」と避けたがるプロカメラマンによる写真撮

影など、ビジュアル面で手を抜かずに高品質なブランドイメージを構築した。
3. ポタージュスープやドレッシングの加工食品の良さを訴求するために、これら

商品を使った美味しそうな料理写真を用いることで利用シーンを想起させ、女
性を中心としたターゲットユーザーへのアピールに成功している。

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

（5）ポイント

（4）主な成果

① 食品加工食品事業「たるみず畑」のブランドが確立し、知名度も向上した。

② 食品加工事業の売上が、平成24年度7月期・250万円⇒平成25年度7月期・500万
円⇒平成26年度7月期・1千万円超の見込みと順調に伸び、2名の雇用を創出した。

③ ソラシドエアの機内販売用商品採用により、知名度が一層向上した。

第5回 「デザイン活用支援の事例研究」
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2. 商品開発の方向性を定めたブランド開発

支援機関指導員のための デザイン活用支援・ガイドブック
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（1）デザイン活用に至る経緯とデザイン支援の概略

牡蠣の養殖と定置網漁業を営んできた牡蠣の家しおかぜは、1次産業の収入の不安定さ
を補うため、賞味期間が長く年間販売できる海産物の加工食品開発に挑戦していた。瀬
戸内市商工会の指導員に勧められた「岡山・食と農ビジネス塾」を受講し、シェフの専
門家派遣の支援を受けて「牡蠣の燻製オリーブオイル漬け」のレシピを完成させていた
が、商品化は停滞していた。

そこで、同指導員は、6次産業化事業を活用した商品開発と、ブランド構築を並行して
進めることで事業化スピードを早めることとし、ブランド開発に詳しいデザイナーを専
門家派遣した。通常は商品を開発後にロゴやパッケージデザインを考えるが、本支援で
は商品開発とブランド開発を並行して進めた。その結果、「7代続く漁師の家が育み、水
揚げした海鮮物と地元食材を使った本物の美味しさを届ける」というブランドコンセプ
トが策定され、このコンセプトを反映した「牡蠣の燻製オリーブオイル漬け」を初めと
した「海燻」ブランドの商品群が開発され、大手デパートなどの販路を獲得した。同社
のコンセプトに裏打ちされた加工食品は好評を博し、現在も「海燻」シリーズ以外の商
品ラインの新商品開発が進められており、デザイナーは、デザイン支援を継続している。

（2）支援機関の役割

瀬戸内市商工会指導員は、岡山県6次産業化サポートセンターを受託している岡山県商
工会連合会（県連）に6次産業化計画策定支援を依頼し、県連指導員とペアで支援を行っ
た。同時にブランド開発支援を担い、デザイナーと企業のブランド開発会議に同席して3
者でブランドコンセプトを策定した。「海燻」ロゴの商標登録支援も行っている。

商品開発後は、積極的な販路開拓支援を行い、商談会や見本市への出展支援と、全国
コンクールへの「牡蠣の燻製オリーブオイル漬け」のエントリー支援を行った。その結
果、「地場もん国民大賞」コンクールでは審査員特別賞を受賞し、観光庁主催「世界に
も通用する究極のお土産」コンクールでは1次審査を通過して、ブランドの知名度向上に
大きく貢献した。

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

支援先企業 貝類養殖業、定置網漁業、加工食品製造業：牡蠣の家しおかぜ

支援機関 瀬戸内市商工会、岡山県商工会連合会・広域サポートセンター

デザインの効果
商品展開の方向を決定づけた、デザイナーと共に創り上げたブランドコ
ンセプト。

事例②

「海燻」ブランドの商品群と、ブランドイメージを統一したロゴやパッケージデザイン

第5回 「デザイン活用支援の事例研究」



（3）支援プロセスの概略図

支援機関指導員のための デザイン活用支援・ガイドブック
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【支援機関による＜デザイン活用支援＞のポイント】
1. 【商品開発】と【デザイン支援】の2軸で支援プランを立てたため、商品開発

と並行してブランドコンセプトが決定し、開発する商品の方向性が固まった。
2. デザイナー＋企業＋支援機関の指導員も交えた3者で綿密な協議を重ね、企業

の理念を反映した商品開発の指標となるブランドコンセプトが策定できた。指
導員がブランド会議に出席することで同社の理念を理解し、その後の販路開拓
支援においても適切な支援を行うことができた。

【デザイン活用のポイント】
1. ブランド構築に詳しいデザイナーに支援を仰いだことにより、商品開発に

フィードバックできるブランド開発が実現した。
2. コンセプトを反映したロゴやパッケージデザインにより、商品の高付加価値イ

メージが定着し、デパート等の販路開拓がやり易くなっている。

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

（5）ポイント

（4）主な成果

① 「海燻」シリーズ等の加工食品の売上（25年度・500万円）により、収入の安定化
が図れた。加えて2名の雇用を創出した。

② 同社のブランドコンセプトがバイヤーから評価され、デパート販路が開拓できた。こ
れら高級販路を確保・維持できているため、高付加価値の価格設定を保っている。

③ 同社に対する信頼感が向上し、既存事業の漁業にも好影響を与えている。

第5回 「デザイン活用支援の事例研究」
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3. デザインを経営資源とする「デザイン経営」の実践

支援機関指導員のための デザイン活用支援・ガイドブック

6

（1）デザイン活用に至る経緯とデザイン支援の概略

四国カルスト台地から湧き出る天然水「ぞっこん」の製造・販売を行う（株）ぞっこ
ん四国は、新商品開発の相談のため、愛媛銀行 感性価値創造推進室を訪れた。同室は、
顧客の感性に訴える商品開発・販路開拓を支援するために起上げられた支援部署である。
対応した担当者は、独自に開拓したデザイナーネットワークの中から若手デザイナーを
紹介すると同時に、スーパーでの競合調査や商品コンセプト開発を支援した。デザイ
ナーが腕を存分に振るってデザインした新商品「竜馬の水」のラベルは、「日本タイポ
グラフィ年鑑2011」で賞を受賞し話題になった。

このことからデザインの重要性を実感した社長は、主力商品「ぞっこん」の全面的な
ブランド刷新を図ることを決意し、ボトルやサーバーのデザイン、HPなど販促物デザイ
ンの刷新をデザイナーに依頼した。また、新デザイン導入に合わせて、ポスターやのぼ
りなどの販促物も制作した。一連のブランド刷新は、「ぞっこん」の商品ポジショニン
グを変更し、他社商品との差別化を実現すると同時に、デザインを需要な経営資源と捉
える「デザイン経営」の考え方を社長にもたらした。同社ではその後も継続して、デザ
イナーと二人三脚で同社のCI（コーポレート・アイデンティティ）構築を行っている。

（2）支援機関の役割

愛媛銀行 感性価値創造推進室は、新商品開発支援においては、デザイナー紹介の他に、
競合調査支援や高速のSA紹介などの販路開拓支援を行った。その後のブランド刷新に当
たっては、コンビニやオフィスなどの紹介を行うなど、販路開拓を支援している。また、
同社が天然水を取水している四国カルスト台地を含んだ一帯が「四国西予ジオパーク」
に認定されたことを受け、西予市にPRの企画提案を行った。内容は、同社が継続的に
「四国西予ジオパーク維持支援金」を進呈する地域貢献活動や、「四国西予ジオパーク
認定商品」などを含むジオパークのPR企画である。それが採用されて、「ぞっこん」が
四国西予ジオパーク商品として認定され、同社の地域密着企業としてのイメージアップ
が図られている。

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

支援先企業 清涼飲料水の製造・販売業：（株）ぞっこん四国

支援機関 愛媛銀行 感性価値創造推進室

デザインの効果
デザインを経営資源と捉え、経営戦略に採り入れる「デザイン経営」実
践により、他社との差別化を図る。

事例③

新商品「竜馬
の水」

「ぞっこん」の旧デザ
インイメージ

刷新した新ブランディングによ
るボトル（左上）、ポスター（左
下）、サーバー（上）のデザイン

第5回 「デザイン活用支援の事例研究」



（3）支援プロセスの概略図

【支援機関による＜デザイン活用支援＞のポイント】
1. 支援機関独自のデザイナー含むクリエイターのネットワークを構築し、支援す

る企業のニーズに適した人材を紹介できる体制を整えている。
2. デザインはデザイナーに任せ、支援機関は市場調査、販路開拓、広報・PRな

ど事業展開に必要な支援を行い、役割分担している。

支援機関指導員のための デザイン活用支援・ガイドブック

7発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

（5）ポイント

（4）主な成果

① デザイン賞受賞の話題などにより、「竜馬の水」の初年度売上350万円を計上した

② 「ぞっこん」のブランド刷新より他社との差別化が図れ、ネット売上が倍増した。ウ
オーターサーバー用ガロン売りでも、1.2倍の売上増を見込んでいる。

③ 「四国西予ジオパーク商品」認定や「四国西予ジオパーク維持支援金」に関する報道
効果が表れ、ネット売上が前年同期比の1.8倍に増加した。
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デザインを任せている。デザイナーと
企業は、受発注の関係を超えたパート
ナー関係を築いている。

2. デザインとコンセプトの変更により商
品ポジショニングを変更し（右図）、
ブランドの刷新と他社商品との差別化
に成功した。
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第5回 「デザイン活用支援の事例研究」
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4. デザイン団体との連携による地域産品のプロデュース

支援機関指導員のための デザイン活用支援・ガイドブック
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（1）デザイン活用に至る経緯とデザイン支援の概略

鮟鱇や奥久慈軍鶏など地元食材にこだわった老舗の郷土料理店を経営する（有）水戸
山翠商事は、震災の影響による売上の落込みに苦しんでおり、料理店以外の収益確保を
模索していた。茨城県中央会の指導員は、同社含む県内6社に、全国中央会「中小企業の
協働による国内外販路開拓等支援事業」で採択された「いばらき観光産業復興連携プロ
ジェクト」のお土産プロデュース事業を活用した商品開発を提案した。この事業は、茨
城県中央会を初めとする県内関係団体が委員会を組成して進めていくプロジェクトで、
お土産開発には、茨城デザイン振興協議会のデザイナーも参画するというものであった。

同社は提案を受入れ、奥久慈軍鶏を使ったレトルト商品開発が委員会形式で始まった。
商品コンセプトは、デザイナー含む参加者が意見交換をしてアウトラインを策定し、最
終的にデザイナー1名が各社の担当となり、商品コンセプトやパッケージ形状などデザイ
ンを含むトータルなプロデュース提案がなされた。その結果、同社の「奥久慈軍鶏の釜
飯の素」など6商品が新たに開発された。開発された商品は、開発コンセプトから高品質
なデザイン表現、ブランド形成まで、一貫したプロデュースを感じさせるラインアップ
となっている。

（2）支援機関の役割

茨城県中央会は、前述した事業を上手く活用して意欲ある県内企業を発掘し、高付加
価値商品の開発を促した。指導員は全体のプロジェクト管理を行うと同時に、中央会の
ネットワークを活かして食材生産者の紹介や加工工場の紹介を行うなど、商品開発に必
要な現場支援も行った。商品開発後は、当初から計画されていたパンフレット制作や東
京・銀座での観光フェアなどのPR活動を行った。

同事業が終了した後も、県の「いばらき地域資源活用プログラム」を活用した新商品
開発支援や、「いばらぎデザインセレクション」へのエントリー支援などのPR支援を継
続して行った。また、高速SAや県内道の駅での商品取扱いを要請するなど、販路開拓支
援も行っている。

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

支援先企業
飲食店経営、加工食品製造・販売業：（有）水戸三翠商事
（同社含む地元企業6社）

支援機関 茨城県中小企業団体中央会、茨城デザイン振興協議会、その他関係団体

デザインの効果 デザイナー参加による商品開発とブランド構築。

事例④

茨城デザイン振興協議会のデザイナーも参画した委員会で、
商品コンセプト策定からパッケージ開発まで支援して開発し
た「いばらき至福のお持ちかえり手みやげ」商品群。上段左
端が三翠ブランドの「釜飯の素」シリーズの2商品。
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（3）支援プロセスの概略図
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【支援機関による＜デザイン活用支援＞のポイント】
1. デザイン団体と連携する支援スキームによりプロジェクトを進めた。デザイン

団体が参画することで、商品プロデュースに長けた複数のデザイナーが商品開
発支援に関わり、高付加価値の商品開発ができた。

【デザイン活用のポイント】
1. デザイナーが商品開発当初から関与することで、商品コンセプトに沿ったパッ

ケージデザインやブランド構築までを見据えた商品開発が可能になった。
2. デザイン団体に所属している複数デザイナーの相互調整により、共通のデザイ

ンイメージを保ったシリーズとしてのお土産商品群開発が可能になった。

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

（5）ポイント

（4）主な成果

① 1パック1,500円の高級路線で販売した「奥久慈軍鶏の釜飯の素」と「水戸の鮟鱇の
釜飯の素」は、発売から10か月間で900万円の売上を計上した。

② 商品開発やブランド構築のノウハウが蓄積されて社長の自信に繋がり、今後は加工食
品製造販売を飲食業に継ぐ事業の柱とする方針が明確になった。

③ 面的支援を目指したプロジェクトであったため、同時に複数企業の商品開発を促進で
きた。
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5. アートオブジェの新商品開発と事業化支援
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（1）デザイン活用に至る経緯とデザイン支援の概略

動くディスプレイや太陽電池で動くソーラームーバ—POP・トイ（玩具）の企画製造
を行っている国際ディスプレイ工業（株）の企画開発部員は、ソーラー技術を使った動
くオブジェ「ソーラーオーニソプター」のアイデアを持ち、開発に取組んでいた。良い
結果が得られないため、東京都中小企業振興公社 城南支社（振興公社）が開催するプロ
グラム『事業化チャレンジ道場』に参加して、製品完成と事業化を目指すことにした。
同プログラム初年度の「売れる製品開発道場」を受講し、師範の指導を受けながら、業
界・市場分析⇒製品コンセプト策定と試作品開発を行った。

続けて次年度プログラムの「事業化実践道場」にも参加し、プロジェクトチームによ
る事業化支援を受けた。同チームは、2名のプロダクトデザイナーもメンバーとして参画
しており、企画開発部員は、総合プロデュースと製品デザインに関するアドバイスを受
けながら、試作品よりも小型・軽量のソーラーオーニソプター「kaku」と「enn」を完
成させた。完成品は、形状もデザインもアートオブジェとして洗練されており、「大阪
ギフトショー」で大賞を受賞し、各方面で紹介された。同社では付加価値を維持するた
め通常の小売店卸はせず、都美術館のミュージアムショップなど特定販路での販売を開
始した。

（2）支援機関の役割

振興公社では、初年度の「売れる製品開発道場」と次年度以降の「事業化実践道場」
の2つを組み込んだ『事業化チャレンジ道場』プログラムにより、新製品開発～事業化に
必要な知識・スキルを持った社内人材を育成し、企業のものづくり基盤の強化を支援し
ている。「事業化実践道場」では、事業化プランを策定後、企業担当者と振興公社担当
者にプロダクトデザイナー等の専門家を交えたプロジェクトチームを作り、チームで事
業化の実行を図っていく。本事例でも、部品点数削減など設計課題の助言～デザインア
ドバイスなど製品開発に関わる支援から、中小企業育英資金の交付（300万円）による
開発資金調達、東京と大阪のギフトショー出展支援など、事業化推進のための包括的な
支援を行った。製品完成後は専門家派遣による販路開拓指導など、フォローアップ支援
も行っている。

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

支援先企業
ムービングディスプレイ、メカデザイン設計製造販売、ディスプレイ
モーター、ソーラートイ製造販売：国際ディスプレイ工業（株）

支援機関 東京都中小企業振興公社 城南支社

デザインの効果 プロデザイナーからの指導による新製品開発と事業化推進。

事例⑤

ソーラーパネルから得た電力により小型モーターを駆動して羽ばたきながら動く、ソーラーオーニソプター
のアートオブジェ「kaku」（左）と「enn」（右）。
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（3）支援プロセスの概略図
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【支援機関による＜デザイン活用支援＞のポイント】
1. 企業担当者含めたプロジェクトチーム形態による製品開発⇒事業化の実践プロ

グラムよって、企業は事業化を前提とした製品開発のノウハウを習得できた。
2. 振興公社の機能を活用し、開発資金確保支援～販路開拓指導まで包括的な支援

を実行し、新製品開発だけで終わらない事業化を実現した。

【デザイン活用のポイント】
1. 企画開発部員は、プロのプロダクトデザイナーと相互にコミュニケーションを

繰返すことで、製品コンセプトとデザインの関係性を理解しながら製品開発を
進めることができた。

2. 形状の改善や軽量化により小型化が可能となり、アートオブジェとしてのイ
メージが伝わる洗練されたデザインの製品となった。

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

（5）ポイント

（4）主な成果

① 「大阪ギフトショー」の新製品コンテスト・新製品部門で大賞を受賞し話題を集めた。

② 美術館のミュージアムショップでの取扱い等が実現し、発売から1年間で700万円の
売り上げを計上した。

③ 企画開発部員が製品開発手法を学び、企業のものづくり基盤が強化された。今後、商
品コンセプト・デザイン性に優れた高付加価値のオリジナル製品開発を進めるという、
新たな事業展開を視野に入れるようになった。
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6. 産業デザイナーの指導による製品のブラッシュアップ
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（1）デザイン活用に至る経緯とデザイン支援の概略

産業用機械の設計・製造を手掛ける（有）メカテックスは、得意の設計手法を採入れ
た介護福祉機器の開発にも取組んでいる。介護施設を訪問した際に、腕にマヒ等の障害
がある人が車イスに乗る時の腕のずり落ちによる事故問題を解決するための車イス用の
アームレスト開発を思い立った。試作品を作製し、臨床実験を経てアームレストの有効
性を検証できたため、本格的な製品化を目指して、あきた産業デザイン支援センターの
産業デザイン相談員に相談した。

相談員は、同社が考えていた金型製法ではなく、自社での量産化に適した材質と製法
への見直しを行い、成形合板製法に着眼してメーカーから見積りを取寄せた。同時に、
ユーザーが選びたくなるようなアームレストの形状デザイン改良と仕様変更を助言し、
その結果、量産化可能でデザイン性の高い商品「スマートレスト」が完成した。同社で
はこの結果を受けて、企画・設計⇒他社への販売譲渡と考えていた計画を自社製造・販
売に変更し、介護福祉機器メーカーとしての事業展開を目指すことを決意した。

（2）支援機関の役割

あきた産業デザイン支援センターには、プロダクトデザイナーでもある産業デザイン
相談員が在籍している。同相談員は、製品の形状デザインの支援だけでなく、製造コス
トや素材、構造・仕様になど基本設計の改善の支援まで行い、企業と一緒に製品を完成
していった。また、県センターの支援機能を活かし、実用新案の登録支援を行った。同
時に「メディカルクリエーションふくしま2013」出展を勧め、グラフィックデザイ
ナーを専門家派遣し、パンフレットなど販促ツールの助言を依頼した。同デザイナーは、
CI（コーポレート・アイデンティティ）デザインの重要性を指摘し、同社と民-民契約に
より、企業ロゴや「スマートレスト」のパンフレットなど一連のデザインを完成した。

発行：中小機構 支援機関サポート課 ※無断転載・複製を禁ず

支援先企業 産業機械の設計・製造、介護福祉機器製造：（有）メカテックス

支援機関 あきた企業活性化センター（あきた産業デザイン支援センター）

デザインの効果
産業デザイン相談員からの指導・助言による、ユーザー視点の製品ブ
ラッシュアップ。

事例⑥

金型を必要とする設計の試作品（左端）から材質や製法を変更し、デザインラフスケッチ（中）を経て、成形合板製法
による洗練されたデザインで完成された「スマートレスト」（右）。
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グラフィックデザイナーが作成した介護福祉機器メーカーのイメージを伝える
ロゴ（左）、一流メーカーにひけを取らない「アームレスト」のパンフレット（上）。




